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平成24年４月１日から平成25年３月31日まで
（単位：円）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

事業活動収支の部
１．事業活動収入
{ 会費収入 1¶319¶274¶000 1¶326¶606¶000 � 7¶332¶000

| 拠出金収入 45¶000¶000 58¶515¶000 � 13¶515¶000

} 事業収入 559¶510¶552 615¶127¶697 � 55¶617¶145

~ 分担金収入 156¶588¶000 159¶896¶000 � 3¶308¶000

� 雑収入 6¶882¶000 9¶134¶078 � 2¶252¶078

事業活動収入計 2¶087¶254¶552 2¶169¶278¶775 � 82¶024¶223

２．事業活動支出
{ 事業費支出 1¶301¶087¶000 1¶182¶293¶396 118¶793¶604

| 管理費支出 749¶131¶552 696¶563¶159 52¶568¶393

} 交付金支出 78¶666¶000 99¶055¶800 � 20¶389¶800

事業活動支出計 2¶128¶884¶552 1¶977¶912¶355 150¶972¶197

事業活動収支差額 � 41¶630¶000 191¶366¶420 � 232¶996¶420

投資活動収支の部
１．投資活動収入
{ 特定資産取崩収入 230¶663¶000 225¶470¶320 5¶192¶680

投資活動収入計 230¶663¶000 225¶470¶320 5¶192¶680

貸 借 対 照 表
ÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖÖ
平成25年３月31日現在

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

資産の部

１．流動資産

現金・預金 976¶191¶221 859¶857¶375 116¶333¶846

会費未収入金 105¶357¶000 103¶605¶000 1¶752¶000

拠出金未収入金 4¶680¶000 4¶530¶000 150¶000

手数料未収入金 8¶687¶500 9¶935¶800 � 1¶248¶300

未収入金 8¶679¶937 9¶577¶503 � 897¶566

前払費用 642¶155 7¶508¶005 � 6¶865¶850

仮払金 0 42¶450 � 42¶450

貯蔵品 7¶200¶124 6¶857¶616 342¶508

商品 322¶350 389¶445 � 67¶095

立替金 5¶405¶196 4¶343¶776 1¶061¶420

預け金 20¶000 20¶000 0

流動資産合計 1¶117¶185¶483 1¶006¶666¶970 110¶518¶513

２．投資活動支出
{ 特定資産取得支出 121¶200¶000 122¶003¶320 � 803¶320

| 固定資産取得支出 19¶837¶000 13¶811¶620 6¶025¶380

投資活動支出計 141¶037¶000 135¶814¶940 5¶222¶060

投資活動収支差額 89¶626¶000 89¶655¶380 � 29¶380

財務活動収支の部
１．財務活動収入

財務活動収入計 0 0 0

２．財務活動支出
{ 借入金返済支出 200¶000¶000 200¶000¶000 0

財務活動支出計 200¶000¶000 200¶000¶000 0

財務活動収支差額 � 200¶000¶000 � 200¶000¶000 0

予備費支出 120¶000¶000 ` 120¶000¶000

当期収支差額 � 272¶004¶000 81¶021¶800 � 353¶025¶800

前期繰越収支差額 901¶935¶790 901¶935¶790 0

次期繰越収支差額 629¶931¶790 982¶957¶590 � 353¶025¶800
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注記
１ 有価証券の評価基準及び評価方法 償却原価法により行っている。
２ 固定資産の減価償却方法 定額法により行っている。
３ 引当金等の計上基準
\ 退職給与引当金
役職員の退職手当の支払に充てるため、事業年度末に在職する役職員について、自己都合等
で退職した場合の期末要支給額を計上している。

] 未払給付引当金
退職消防団員への支払に備えるため、会計規程第50条の規定による金額を計上している。

^ 変動調整準備金
会計規程第52条に基づき将来の支払いを確実に履行するため、将来の災害等に備えて必要と
見込まれる額を変動調整準備金として積み立てることができることとなっており、決算におい
て剰余又は不足が生じたときは、当該変動調整準備金への繰入又は戻入（取崩し）を行ってい
る。

平成 24年度の決算に関する公告

平成 25年７月 25日 東京都品川区大崎１丁目11番８号
日本税理士会連合会
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